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少年団の旗を高く掲げ、 
強国の未来をめざして進もう
―朝鮮少年団第9回大会参加者に送った書簡―��
� 2022年12月27日

金 正 恩 

世界にまたとない革命的な少年組織として名
高い朝鮮少年団の 9回目の大会が盛大に開かれ
ました。
私はまず、全国人民の特別な関心と限りない
祝福の下に、その名称も歴史も伝統も誇り高い
朝鮮少年団を代表して意義深い大会に参加した
皆さんを熱烈に祝います。
そして、この大会場に心を寄せ、大きな希望
と決意に満ちている全国の少年団員たちにも最

も温かい真情を送ります。
私はまた、革命の代を継いでいくべき少年団
員たちを党の気配りで導き大事に見守っている
少年団指導員、分団指導員の先生たちに感謝の
あいさつを送るとともに、祖国の息子・娘たち
を立派に育てるためにあらゆる努力を惜しまな
い青少年教育活動部門の活動家と少年団員の父
母の皆さんにも熱い激励のあいさつを送りま
す。
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朝鮮革命の初期にセナル少年同盟が創立され
てから100年近くになり、建国の草分けの道で
朝鮮少年団が創立されてからも70余年の歳月
が流れましたが、チュチェの少年革命組織とし
ての朝鮮少年団の革命的性格と本態はいささか
も変わっていません。
世界には革命的なスローガンを掲げ、誇らし
い歴史を記してきた少年組織が少なくありませ
んが、今日に至っても自分の赤い血筋を引き継
ぎ、栄えある歴史と伝統を変わることなく輝か
せている少年組織は朝鮮少年団しかありませ
ん。
いかなる歳月の荒波も、党の懐で育ち、ひた
すら党の指し示す道のみを歩み続ける朝鮮の少
年革命家の隊伍を乱すことはできませんでし
た。
これは朝鮮少年団員の栄誉であると同時に、
わが党の誇りであり、わが国家、わが人民の誇
りです。
朝鮮少年団第 8回大会の場で、祖国の津々

浦々から集まってきた少年団員たちが自分の学
校の自慢をし、少年団生活の経験を交わし、元
気に満ちて新たな決意を固めたときのことが昨
日のように思い浮びますが、いつしか彼らは青
年同盟員に成長し、その位置にほかならぬ皆さ
んが立っています。
わが国では全ての学生少年が少年団時代を経
ていますが、数年ごとに一回開かれる少年団員
たちの大会合に参加することは、誰にでも容易
に与えられるわけではない幸運であり、光栄で
す。
代表の皆さんは、その一人一人が学習と組織
生活で秀でた模範を示し、級友たちの一致した
賛成と少年団組織の積極的な推薦を受けていま
す。

数百万少年団員の中で優れた模範少年団員に
選ばれ、自分の組織の強化・発展のための重要
な問題を自分の手で決定したことは、生涯を通
じて追憶すべき誇らしいことです。
私はこれを何よりもうれしく思い、たくまし
く元気な代表の皆さんを誰もが羨み、全国が見
上げるように押し立てたい気持ちです。
わが人民は、一歩一歩が困難だった今年を勝
利のうちに締めくくり、愛する少年団員たちの
笑い声、歌声を楽しく聞きながら新年を迎えら
れることを喜び、少年団大会を熱烈に祝ってい
ます。
革命を進める党にとって最も大きなことは、
次世代が50年も、500年も他人に頭を下げずに
堂々と生きていく尊厳ある強大な国を建設する
ことです。
わが人民が社会主義の赤旗をしっかりと固守
しているのも、厳しい困難に打ち勝って世界最
強の兵器を作り、発電所や工場、新しい市街や
村を引き続き建設する目的も、ほかならぬ次世
代に明るい笑顔と何をも羨むことのない幸せを
与え、子々孫々幸福を享受する永遠なる強国を
譲り渡すためです。
そうした社会主義強国が少年団員の皆さんの
目の前に近づいています。
今後、わが党と人民はさらに奮闘して、皆さ
んが一点の陰りもなく明るくて力強く、裕福に
暮らせる国を必ず打ち建てるでしょう。
この強大な国、繁栄する国の主人はほかなら
ぬ皆さん、われわれの少年団員たちです。
少年団員は貴重な社会主義強国を固く守り、
その将来をしっかりと担って立つ働き手として
常に鍛えなければなりません。
少年団の時代は人生の最も大切な時期です。
人間は人生の第一歩を正しく踏み出してこ
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そ、一生涯まっすぐな道を歩むものです。
それゆえ、少年団の時代に美しい夢と抱負を
育み、正しい世界観の基礎を固めてこそ立派な
人になることができるのです。
誰もが赤いネクタイを結んで少年団に入団し
てから最初の社会政治生活を始めるようにな
り、知識と共に成長に必要なものを一つ一つ学
び、真の人間の品格を備えるようになります。
代表の皆さんの父母も少年団旗の前で立てた
誓いを守って、正しく踏み出した人生の第一歩
を今日も変わることなく歩み続け、誠実な汗や
努力をもって国を支えている愛国者です。
少年団員は、「社会主義祖国のために常に準
備しよう！」というスローガンを高く掲げ、一
度しかない貴重な時代に熱心に学び、たゆまず
努力して、全ての面で立派な革命の交代者、強
国建設の担い手にならなければなりません。
わが党の望む真の少年団員は、自分に生命を
授け育て慈しんでくれる社会主義祖国を一番愛
し、この世に高く轟かせていく心構えと能力を
備えている少年革命家、少年愛国者です。
わが国の少年団員の中には、社会主義祖国の
懐を離れては希望も才能も幸福も実現できない
ということをよく知り、夢を見ても朝鮮を轟か
せる夢を見、勉強をしてもわが国をさらに大き
く繁栄させる生きた知識を学ぶという党の意図
を一意専心貫いている少年団員が少なくありま
せん。
年よりも思考が先に大きくなって領袖を知
り、革命を知り、祖国を知るために努力し、自
ら革命戦跡や革命史跡をしばしば踏査して烈士
たちの貴い精神に見習いながら党に忠実な息
子・娘になるよう準備してきた少年団員の高潔
な精神世界は、少年革命家の第一世代が白頭山
密林で創造した忠実性の伝統がしっかりと受け

継がれていることを如実に示しています。
全ての少年団員は今後も党を熱烈に愛し、あ
くまで従い、朝鮮革命のバトンを受け継ぐこと
のできる頼もしい交代者、共産主義の後継者に
なるようしっかりと準備しなければなりませ
ん。
皆さんが一瞬たりとも忘れてはならないの
は、今日もアメリカ帝国主義者とその手先が皆
さんの揺籃を踏みにじり、希望を奪おうと虎視
眈々と機会をうかがっているということです。
今この瞬間も祖国防衛の第一線では人民軍が
敵と銃口を向け合って対峙しています。
少年団員は、革命の敵を限りなく憎悪し、彼
らと戦う気構えで人民軍援護にも先頭に立ち、
「少年」号戦車や大砲も作って送り、もし敵が襲
いかかってくれば戦火の少年近衛隊員のように
勇敢に戦って300万の朝鮮少年団の気概を示さ
なければなりません。
私は、党から任された重要な革命の持ち場を
しっかりと守り、少年団員の正しい成長の基肥
になっている皆さんの労を高く評価し、この機
会を借りて、われわれの愛する少年団員をより
立派に育てる上で提起される幾つかの問題を強
調したいと思います。
今の新世代は新しいことを多く見聞しながら
育っているため、思考方式が前の世代と異な
り、年齢による水準の格差も大きいです。
少年団員に対する教育方法は、入団の初期と
青年同盟加盟をひかえている時とが異なり、小
学校と初級中学校の時期とが異なり、地域に
よっても異なるべきです。
青少年に対する教育活動は一つの重要な学問
だと言えます。
ところが、青少年教育を認識発展の合法則性
と対象の具体的な特性に即して科学的に進める
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ための方法論を研究せず、旧態依然として古い
枠、古い方法だけに執着した結果、実際に教育
らしい教育を行っていない有様になっていま
す。
青少年に対する教育活動を形式的な枠にこだ
わり、当て推量、千編一律に行う偏向を克服し、
学生少年の意識水準や心理的特性、現実的条件
に合う新しい方法を積極的に探究しなければな
りません。
そのためには、学生教育のための研究拠点か
ら実際に効を奏するようにしっかりと整備し、
運営を活性化しなければなりません。
少年団員は年が幼いからといって、決して心
まで幼いのではありません。
少年団員に対する教育において詰め込み式を
徹底的に警戒し、道理的に啓発する方法に依拠
しなければなりません。
児童・生徒を頭から教えようとばかりせず、
彼らが自ら事の正否を判別できるように啓発
し、定見を十分に出すようにし、肯定的なもの
は支持し、間違ったものは心から反省させる過
程を通じて、全ての教育が少年団員自身のもの
となるようにすべきです。
知識と意識水準が低い段階でも学生少年が容
易に受け入れられる道徳教育と集団主義教育か
ら始めて、次第に忠実性教育、愛国主義教育、
階級的教育へと深化させていくのが純理です。
幼い頃から友だちと集団を大切にする心、健
全な道徳的品性が体質化されれば、忠実性と愛
国心も育まれ、階級的意識も強まるものです。
近年、教育革命が起こって教育条件や環境が
改善された状況の下で、聞くより見るのを好む
童心に合わせてビデオを多く制作して見せるな
ど、現代的な手段や情報技術を活用すれば教育
の効果を一段と高めることができます。

肥沃な土壌に充実した実がなるように、少年
団員を立派に育て上げるためには少年団組織が
強くなければなりません。
少年団組織の強化においてキーポイントとな
るのは、少年団活動の設計家、作戦家、実行者
である少年団指導員の水準と責任感を高めるこ
とです。
党は少年団指導員を教員の上の教員と見なし
ており、その役割に大きな期待をかけていま
す。
少年団指導員の仕事は若いときに一度やって
みるだけの価値のある仕事です。
少年団指導員がその責務を果たすには隘路が
多く、一人で気をもむ時も多いでしょうが、学
校の少年団組織は自分が責任を持つという覚悟
をもって分団組織と少年団員を導いていく旗手
となるべきです。
家庭では父母が児童・生徒の保護者ですが、
学校では少年団指導員が児童・生徒の保護者で
す。
各学校の少年団指導員が自己の重要な位置を
責任を持って守っていけば、党はわが国の学生
少年の思想・精神状態について安心できます。
分団の強化はすなわち少年団の強化です。
少年団生活は分団を拠点にして行われ、少年
団組織の決定も分団を基本単位にして実行され
ます。
分団指導員は真の師、実の親になって児童・
生徒に正しいものだけを見せ、教えるべきであ
り、分団熱誠者をはじめとする中核の役割を強
め、少年班が活発に動くようにすべきです。
全ての分団が競って栄誉の赤旗学級称号を獲
得すれば、少年団員は知・徳・体を兼備した国
の柱として育ち、それだけ分団組織も少年団組
織も強くなるでしょう。
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少年団組織を強化するためには、青年同盟の
役割を決定的に改善しなければなりません。
党は少年団組織に対する指導を全面的に青年
同盟に任せています。
しかし、青年同盟の活動で少年団活動が軽視
されているため、一部の少年団組織が相応の役
割を果たしていません。
青年同盟にとって少年団組織に対する指導
は、自己の交代者を育成する活動であると同時
に、未来の青年隊伍をしっかりと準備させる活
動です。
少年団活動はすなわち青年同盟活動となるの
です。
青年同盟は、党の思想と方針を少年団組織に
通知する機械的な伝達者となって、教育活動を
手配し掌握する役割ばかりせず、充実した指
導、発展的な結実をもたらす指導を行わなけれ
ばなりません。
少年団指導員の水準を向上させ、彼らが最大
の能力を出せるよう活動条件を十分に保障し、
校種別、地域別に新しい基準とモデルを絶えず
創造し、一般化させる活動を組織して、学校少
年団組織が自立的かつ創意的に、活発に動くよ
うにすべきです。
特に、現段階における少年団活動上の難問を
見つけて解決することに第一義的かつ集中的な
関心を払うべきです。
今、時代の変化と現実の要求に即して少年団
組織を正しく運営し、その活動を改善する上で
早急に解決すべき問題が少なくありません。
少年団組織に対する指導体系を完備する問
題、少年団指導員の陣容を固め、彼らの自負を
高めさせる問題、出版物と教育資料を少年団組
織に適時かつ十分に普及する上でネックとなっ
ている問題、社会政治活動と良いことをする運

動、キャンプや参観などを着実に組織する上で
提起される問題をはじめとする懸案を解決しな
ければ、少年団を組織らしい組織に強化するこ
とはできません。
青年同盟中央委員会は、課外教育指導をはじ
め既に整然とした体系が立てられている活動に
のみ偏重して現状を維持するのではなく、大胆
に革新的な活動を展開すべきであり、自己の権
能で解決できない問題は党中央委員会に至るま
で全部報告して解決していくべきです。
党中央委員会勤労団体部は、青少年教育活動
に対する党の指導を深化させ、少年団活動にお
いて空白や偏向が絶対に現れないようにし、組
織指導部と宣伝扇動部、科学教育部をはじめと
する各部署は朝鮮革命の前途と関わる少年団活
動に主人としての態度で臨み、強い関心を払う
べきです。
青少年の教育は教育活動と密接に結び付いて
こそ、一層実効を上げることができます。
教育部門の一部の活動家の間では知識伝授の
一面にだけ偏って児童・生徒の教養を後回しに
する傾向が現れていますが、これは祖国の未来
を育てる真の教育者の姿勢であるとは言えませ
ん。
教育と教養が分離されれば常軌を逸した行動
がでるものです。
新世代の育成において教養から遊離した教
育、教育から遊離した教養はありえず、わが党
の要求する革命人材は何よりも政治的・思想的
に、道徳的に準備された人間です。
教育事業に従事する人なら、どんな地位でど
んな仕事をし、何を教えても児童・生徒の教養
を本業とし、教養者としての任務に忠実である
べきです。
校長と党細胞書記、少年団指導員の三者協議
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を強化し、教務行政と少年団組織との提携作戦
を綿密にして、登校から授業、課外活動、下校
に至るまで学校生活の全過程を教養で一貫させ
るための方法論を実情に即して探究して適用す
ることが重要です。
児童・生徒の教養において父母の役割は誰も
取って代わることができません。
子供に血筋を引かせたとして代を継いだわけ
ではなく、職務を責任的に誠実に果たすからと
いって社会の前に、次世代の前に担っている父
母の責任を全うしたとは言えません。
父母たちはいくら仕事が忙しくても、教育者
たちと日常的に連携を保って家庭教養に力を入
れ、子供に何のためにどのように生きるべきか
をはっきりと教え革命の命脈、愛国の代がしっ
かり受け継がれるようにしなければなりませ
ん。
全国が児童・生徒に対する教育の主人になら
なければなりません。
工場と企業、農場の党組織や勤労者団体組織
も従業員の子女に対する教育問題を重視し、共
に責任を持つ立場に立って常に関心を払い、特
に女性同盟組織は母親がわが子の第一の教育者
としての責任を果たすように力強く後押ししな
ければなりません。
一着の制服を作り、一つの学用品を生産して
も、子供たちがわが国のものを愛し好んで使う
心を培うように真心を込め、編集物を一つ作っ
て放映しても、子供たちの精神的成長に与える
影響をまず考え、誰もが子供たちが間違ったこ
とをすれば見ぬふりをせず、諄々と諭さなけれ
ばなりません。
全党的に、全国家的に、全社会的に少年団活
動を重視し、少年団員を愛し、真心を尽くして
見守ることを党風、国風にしなければなりませ

ん。
わが党が天のごとく見なす人民の前に、人民
の上にわれわれの子供たちがいます。
より頼もしく、より朗らかに育つべきわれわ
れの次世代のためなら、いかに多くの手間がか
かっても、それは苦労ではなく幸福、栄光とな
ります。
わが党と国家の政策の第一順位は常に次世代
のための施策であり、これは朝鮮労働党の絶対
不変の原則、永遠なる国策となるでしょう。
少年団員たちの元気で明朗な姿を見るたびに
革命を行う甲斐と誇りが増し、皆さんの歌う
『少年団行進曲』を聴くと力が湧きます。
わが国が強いのは決して核兵器があるからだ
けではありません。
少年団員たちのような交代者、後続部隊がた
くましく忠実に育ち、革命家の隊伍に常に清新
さと活力を与えているがゆえに朝鮮は強いので
す。
皆さんは今日は赤いネクタイを結んだ少年団
員ですが、明日は英雄メダル、博士メダルをつ
けた強国の柱として名を轟かせるでしょうし、
皆さんが主人公として活躍するその時にわが国
はより美しく強大な姿で全世界に光を放つで
しょう。
偉大なわが国家の無限の栄光が少年団員の皆
さんを呼んでいます。

300万少年団員の力強い足取りは、前進また
前進し、勝利に勝利を重ねる社会主義朝鮮の意
気衝天の気概です。
少年団員たちがより雄大な抱負と理想、強い
心と英知をもって轟かせるであろうこの朝鮮の
将来は明るいです。
少年団の旗を高く掲げ、明るい未来をめざし
て力強く前進しましょう。


